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～新潟県での例を交えて～

地方運輸局職員・県職員向け地域公共交通研修会，2024.3.14

長岡技術科学大学 環境社会基盤系
佐野 可寸志



1．自己紹介

新潟県の約半分の自治体で
協議会委員やってます
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1．自己紹介 P3



1．自己紹介 P4



1．自己紹介 P5



1．自己紹介 P6

安全・安心かつ快適な交通を実現し豊かな社会へ貢献す
るため，道路上や街中で日々身近におきる交通現象を分
析し，社会資本整備や交通政策が交通環境や都市環境
に与える影響を評価，さらに新たな対策を立案する研究
を行っています

研究室の概要

ザ！解析系
Freedom
&

仲良し
国際交流

統計解析
プログラミング
シミュレーション解析
Etc…

海外実務
チューター
沢⼭の留学⽣
Etc…

明るく
楽しく
アットホームな
研究室です -3-



1．自己紹介 P7



1．自己紹介 P8



2．協議会の活性化に向けての所感

本日に向けて実施された
ヒアリングの結果をお話します

P9



2．協議会の活性化に向けての所感 P10

委員の意見を引き出すポイント

○マスタープラン策定のような総論を検討する際には協議会は
良い役割を発揮

－様々な立場からの意見を集めることが可能

○実際には、協議事項は細かな個別施策の話が多く、ほぼ決
まっている内容で意見のしようがない

－チェックのみであれば書面協議で良い

○マスタープラン策定についても、詳細まで詰めてから初めて
見せられるケースもあり

－もっと意見ができる段階で協議会にあげてほしい

問 地域公共交通協議会の課題は？



2．協議会の活性化に向けての所感 P11

協議資料について

○しっかりとデータを示す協議会とそうでない協議会の差が大
きい

－特に、経年的な変化から利用状況を分析したり、コスト面
にも着目して費用対効果を評価したりすることが重要

問 地域公共交通協議会の課題は？

分析例→
（三条市）

利
用
者
数

行
政
負
担
額



2．協議会の活性化に向けての所感 P12

運輸局職員の役割

○運輸局は、法律や制度に強いことが売り

－アップデートされた情報を鮮度が高いうちに協議会の場で
周知すると良い

○他地域での事例をもとに、当該市での活用可能性について
アドバイスすることも必要

○運輸局は、もっと施策の計画の段階から議論に入ってくると
良い

－できあがった施策に対して、法律や制度に照らし合わせて
Yes or No のジャッジをするだけではもったいない

問 地域公共交通協議会の課題は？



2．協議会の活性化に向けての所感 P13

予算化について

○施策実施のためには予算化が必要。協議会の活性化により
予算化の機運が高まる

○車社会では難しい面があるが、公共交通に対する市民の関
心が高まれば自治体も動くのでは

規制緩和について

○全国的に基準が統一されていて地方に合わないこともある

－例えば、10人乗りのバンの乗車定員緩和（14人程度乗れ
るようにする＝タイではそうなっている） →後ほど説明

問 地域公共交通計画に位置づけられた施策を推進するため
の課題は？



2．協議会の活性化に向けての所感 P14

○地域説明会を丁寧に

○協議会の場に若い人がいないとよく感じる

－若者代表のような組織があれば参画してもらってはどう

－また、公共交通メインターゲットの高校生に協議会に出て
もらうと良いかもしれない

問 「共創」 に向けた課題は？

○熟度の低い段階で地域公共交通協議会の場に出してもら
えれば、みなさんからの色んな意見が出やすい

問 整備局やまちづくりとの連携強化のポイントは？



3．活発な協議会の事例紹介
～新潟県湯沢町～

P15



3．活発な協議会の事例紹介～新潟県湯沢町～ P16

①きっかけづくりとしての湯沢版MaaS実証事業

②施策段階に応じた地方運輸局との密なやりとり

③地域活性化企業人制度の活用

 外部人材（コンサル）有効活用

 綿密な関係ステークホルダー協議・調整

④観光部局（町、DMO）との密な連携

⑤アジャイルな施策実施・フィードバック

⑥町長の協議会参加

 協議会の熱量が伝わり予算化へ



3．活発な協議会の事例紹介～新潟県湯沢町～ P17

①きっかけづくりとしての湯沢版MaaS実証事業



3．活発な協議会の事例紹介～新潟県湯沢町～ P18

①きっかけづくりとしての湯沢版MaaS実証事業

送迎バス
を活用→



3．活発な協議会の事例紹介～新潟県湯沢町～ P19

運⾏事業者

チケット販売代⾏業者

利⽤者

販売委託契約

湯沢町観光まちづくり機構（DMO）

宿泊施設
（エンゼル）

MaaSオペレーター
（ＪＲ東⽇本企画）

サービス提供

販売委託契約
オペレーション

新潟県湯沢町

湯沢版MaaS推進協議会

事業計画⽴案契約

チケット販売・購⼊

MaaSプランナー
外部コンサルタント
NCE・ドーコンJV

§4企画乗⾞券
販売委託契約

§21運⾏
委託契約

運⾏委託
契約

MaaS
協⼒協定

§21運⾏
委託契約

南越後観光 エンゼル観光 タクシー協会

技術
⽀援

事業者選定
事業管理・評価

技術⽀援
運⾏計画⽀援

①きっかけづくりとしての湯沢版MaaS実証事業
ポイント
・MaaS協議会の委託路線とし、サービスレベルをコントロールしたこと
・宿泊施設はMaaS協議会に対して協力金を支払ったこと
→参画する宿泊施設を増やすことで持続可能なスキームに

・宿泊施設はMaaSチケットを宿泊者に配布→地域内の交通が乗り放題に



3．活発な協議会の事例紹介～新潟県湯沢町～ P20

yuûmoによる実証実験（2021夏）
町⺠向け

福祉バス
路線バス

タクシー

宿泊施設送迎
スキー場送迎バス

観光客向け

JR上越線

⼀部を疑似的に統合し、
１チケット乗⾞

定額サービスに
よる利便性向上

７−②町⺠・来訪者の⾏動変容の発現

対象を拡⼤

• ⼆⽇券利⽤の場合の平均乗⾞回数は約
3.8回で、新たなトリップが創出

• 来訪者の97％が湯沢町への再訪問を
希望

• おでかけ回数は平均0.9回/⽇増加

７−①町⺠・来訪者の満⾜度向上
• 利⽤者の90%以上が町内の移動が便利に
なったと思うと回答

• 駅周辺の回遊性の向上や、宿泊施設送
迎バスの活⽤による利便性の向上が利
⽤者に評価

• ⾷事・病院等への⽇常⽣活の⾜に

８．今後の課題
• 認知度の向上
• 市街地循環線と越後湯沢駅⇔岩原の利
便性の維持

• 冬期の輸送資源の活⽤と統合された情
報の提供

• 冬期の町内回遊性の向上

今年度実証実験を踏まえ、冬季及び通年実施に向けたフェーズ展開を考える必要

乗継拠点整備
※岩原TC

実証実験の効果と課題

＜重要施策＞
・湯沢版MaaS推進協議会設置（県・町・DMO）し、運⾏計画等を
⽴案・調整

・GTFSデータ整備による、GoogleMapの経路
検索を可能に

・乗継拠点でのデジタルサイネージによる案内

①きっかけづくりとしての湯沢版MaaS実証事業



3．活発な協議会の事例紹介～新潟県湯沢町～ P21

②施策段階に応じた地方運輸局との密なやりとり

実証事業段階 ： 主に許認可の相談

○ホテル宿泊者向け送迎バスの一般開放（２１条貸切乗合）に
ついて、実施に向けて柔軟に相談

○土樽線（４条乗合）との棲み分けを一緒に考えていただいた

越後湯沢駅
岩原トランジットセンター

エンゼルグランディア



3．活発な協議会の事例紹介～新潟県湯沢町～ P22

②施策段階に応じた地方運輸局との密なやりとり

法定計画策定段階 ： つっこんだ法定計画の中身の相談

○法定計画にサービスレベルを定める際に、町民や交通事業
者の意見を踏まえ、一緒に考えていただいた

施策推進段階 ： 企画段階から相談

○地域内の様々なステークホルダーと共創すべく、一緒に考え
ていただいている （進行中）



3．活発な協議会の事例紹介～新潟県湯沢町～ P23

③地域活性化企業人制度の活用



3．活発な協議会の事例紹介～新潟県湯沢町～ P24

③地域活性化企業人制度の活用

○外部コンサル人材が、町の立場として議論に参加

→専門知識がフルに活きる

→他地域事例の適切な紹介により議論が活発化

→関係ステークホルダー調整に表立って参加できる

○外部コンサルが地域で活躍できる！

※もちろん、その人材の良し悪しに左右される面はある

○一方で、企業側にも覚悟が必要（人だし＝人材不足）



3．活発な協議会の事例紹介～新潟県湯沢町～ P25

④観光部局（町、DMO）との密な連携

○湯沢版MaaS実証事業の段階から、観光部局（町、DMO）と
ともに事業をつくりあげた

→成功体験を共有

○協議会の場でも、観光部局（町、DMO）の発言が多い

→湯沢版MaaSの成功体験により、地域住民×観光客がとも
に利用しやすい地域公共交通を構築することの必要性を共
通認識とすることができた

→交通部局と観光部局が密に連携できており、また信頼関
係もあることから、積極的な発言が多い



3．活発な協議会の事例紹介～新潟県湯沢町～ P26

⑤アジャイルな施策実施・フィードバック

○法定計画策定と並行して、アジャイルに施策を実施し、次年
度施策および法定計画にフィードバックをおこなっている

○成功体験を重ねることにより、一層の一体感がうまれる

R3年度

R4年度

R5年度

地域公共交通
計画策定

湯沢版MaaS

冬季湯沢版MaaS

シャトルバス情報整備

ナイトマルシェ＆夜間増便

シャトルバス情報整備

ナイトマルシェ＆夜間増便

FB

FB

FB

FB

FB



3．活発な協議会の事例紹介～新潟県湯沢町～ P27

湯沢版MaaS



3．活発な協議会の事例紹介～新潟県湯沢町～ P28

シャトルバス情報整備



3．活発な協議会の事例紹介～新潟県湯沢町～ P29

シャトルバス情報整備



3．活発な協議会の事例紹介～新潟県湯沢町～ P30

ナイトマルシェ＆夜間増便



3．活発な協議会の事例紹介～新潟県湯沢町～ P31

ナイトマルシェ＆夜間増便



3．活発な協議会の事例紹介～新潟県湯沢町～ P32

⑥町長の協議会参加

○協議会に町長ご自身が協議会に毎回参加

→協議会の熱量が伝わり予算化へ



4．地域公共交通に
関する話題提供

P33



4．地域公共交通に関する話題提供 P34

L：5380
W:1880
H：2285
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②
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⑤
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⑦

⑧
⑨

⑩

①

②

⑪
⑫
⑬
⑭

③ ④

⑥ ⑦
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③ ④
⑥ ⑦

⑨



5．おわりに
～協議会の活性化に向けた

運輸支局の役割～

P35



5．おわりに～協議会の活性化に向けた運輸支局の役割～P36

運輸局職員は協議会の場でもっと発言を

○運輸局は、法律や制度のアップデート情報を、鮮度が高いう
ちに協議会の場で周知すべき

○他地域での事例をもとに、当該市での活用可能性について
アドバイスすべき

運輸局職員は協議会以外の場でもっと関わりを

○運輸局は、もっと施策の計画の段階から議論に入ってくるべ
き

－できあがった施策に対して、法律や制度に照らし合わせて
Yes or No のジャッジをするだけではもったいない

○特に、実証事業は良い関係性構築＝活発な協議会のきっ
かけとなるため、積極的に支援すべき



ご清聴ありがとうございました

当研究室も地域公共交通の
相談窓口と自負しております

お気軽にご相談ください

P37


